２００７年１２月１４日
協和メデックス（株）
Trinity Biotech plc 製品の国内販売を2008年4月より開始
協和メデックス（株）（東京都中央区 社長：伊藤　菁莪）は、Trinity Biotech plc（トリニティ バイオテック社、アイルランド Chairman and CEO：Ronan O’Caoimh）の血液凝固を測定する自動分析機器２機種、及び血液凝固測定用試薬類の日本での販売権を、日本ビオメリュー(株)（東京都港区：社長　ブルーノ・ボンバルド）より引継ぎ、2008年4月1日より独占的に販売することとなりました｡ 

トリニティ バイオテック社の全自動多項目分析装置「MDA Ⅱ」、全自動血液凝固測定装置「コアグ-A-メイトMTX」は、世界80カ国以上で販売されている機器で、PT（プロトロンビン時間）やAPTT（活性化部分トロンボプラスチン時間）、Fig（フィブリノゲン）など、様々な血液凝固に関する検査項目を、大量に短時間に測定できます。専用試薬のラインアップも豊富で、大学病院や検査センターを中心に、既に幅広く使用されています。
当社では、血液凝固・線溶分野の製品は、用手法の製品で３品目ありますが、検査機器、機器用試薬の取り扱いはなく、ラインアップの拡充が図れます。また、当社の強みのある生化学試薬、機器の販売との相乗効果も期待しております。
この度継承する分析機器２機種、血液凝固測定用試薬類及び、今後発売が予定される機器と試薬の販売を通じ、３年後に年間５億円の売上を目指します。
当社は、血液凝固・線溶分野の製品群の強化により、検査試薬と検査機器の総合的なメーカーとして、医療現場や人々のQOL（クオリティ・オブ・ライフ）の向上に貢献していきたいと考えています。
＜協和メデックス株式会社の概要＞　

本社　  ：　東京都中央区晴海１－８－１０ 晴海トリトンスクエア Ｘ棟 ４Ｆ
資本金 ：　４億５，０００万円
代表者　：　代表取締役社長　伊藤 菁莪（いとう せいが）
売上高　：　９６．５億円（２００７年３月期実績）

ＵＲＬ　　：　http://www.kyowamx.co.jp/

昭和56年（1981年）に協和発酵工業（株）（東京都千代田区 社長：松田　譲）の臨床検査部門から分離独立し、同社の100％子会社として設立された協和メデックス（株）は、生化学検査試薬、モノクローナル抗体を利用した免疫診断薬、医療機器などの製造・販売を行っています。当社は、世界に先駆けて開発された酵素的測定法デタミナーシリーズや、世界初のＨＤＬコレステロール直接測定試薬、研究用試薬としても酸化ＬＤＬを自社開発するなど、臨床検査医学に貢献し、その発展の一翼を担っています。
＜Trinity Biotech plc（トリニティ バイオテック社）の概要＞
本社　　 ：　Ｄｕｂｌｉｎ　Ｉｒｅｌａｎｄ　
資本金　：　９７８，０００ＵＳ＄　（米国 ＮＡＳＤＡＱ 上場）

代表者　：　Chairman and CEO  Ｒｏｎａｎ Ｏ’Ｃａｏｉｍｈ
売上高　：　１１８．６百万ＵＳ＄（２００６年１２月期実績）

ＵＲＬ　　：　http://www.trinitybiotech.com/

1992年に設立されたトリニティ バイオテック社は、体外診断薬・分析機器の開発、製造を行っており、血液凝固、感染症、生化学、POCTの４分野で500品目を越える製品を持ち、世界80カ国以上で販売展開しています。 
　
＜日本ビオメリュー株式会社の概要＞　
本社　 　：　東京都港区北青山２－１２－２８
資本金　：　４億８，０００万円

代表者　：　代表取締役社長　ブルーノ・ボンバルド

ＵＲＬ　　：　http://japan.biomerieux.com/servlet/srt/bio/japan/home
日本ビオメリュー（株）は、フランスのリヨンに本拠を置くビオメリューグループの日本法人として、1988年、日本における臨床検査薬および検査機器の販売とサービス、さらにはアジア・パシフィック地域の拠点としての役割を担うべく設立されました。日本においてアピ製品群やバイオテック製品群をはじめとするビオメリューブランド製品販売の歴史は長く、臨床及び産業微生物検査分野において高い評価を得ています。日本ビオメリューでは、感染症、ガン、循環器疾患の分野において、細菌検査製品をはじめ、免疫検査および遺伝子検査製品をラインアップし、検査室と医師・患者様をつなぐメディカル・コミュニケーションをサポートしています。
＜本件に関するお問い合わせ先＞

協和メデックス株式会社  管理部 ： TEL０３－６２１９－７６００
[その他について]

協和発酵  ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ部   ： TEL０３－３２８２－１９０３
